
その後ADVENTUREClusterユーザー会で自動車のプレス金型の解

析事例の講演があり、接触領域の多いボルトまでモデル化していること

に感銘を受け、それがわたしたちでもペットボトルのキャップの開栓、閉栓

のようなネジの接触が重要になる解析に適用できそうだというヒントとなり

ました。包装製品は全てにおいて接触が絡みますが、

ADVENTUREClusterは接触問題に大変強いので、他のツールでは

できなかった解析が可能になりました。また、小さいＲを含むようなＣＡ

Ｄデータでもあまり変更することなく細かいメッシュを切ってもそのまま解析

できることや、並列数を増やすと解析が劇的に速くなるなどの大きな利

点があります。さらに、他の解析ツールとの連携が比較的容易なことから、

社内的にもユーザーが徐々に増加するようになりました。

ADVENTUREClusterによる
ヒンジキャップの折り曲げと嵌合の解析

東洋製罐グループホールディングス株式会社
綜合研究所 様

創業以来100年以上にわたり、金属・プラスチック・紙・ガラス等の

様々な資材による容器開発製造を続けてこられた東洋製罐グループ

ホールディングス株式会社様は、近年の地球規模の環境課題や生活

様式の大きな変化に対応するため、これまで培ってきた素材開発、成形

加工、エンジニアリング等の技術・ノウハウに、DX（デジタル・トランス

フォーメーション）を取り入れることで新たな価値創造を進められていま

す。その一つが、業界内でも早くから取り組まれているCAE解析です。

今回はその事例として、「ADVENTUREClusterによるヒンジキャップ

の解析」をご紹介いただきます。

⚫ 接触領域や接触箇所が多いモデルをそのまま解析したい

⚫ メッシュが細かくなる大規模モデルでも高速に計算したい

⚫ 他の解析ツールとの連成解析も行いたい

ご所属部門の業務について教えてください。

わたしたちの綜合研究所は1961年に誕生し、様々な食品の容器開

発に関わってきました。東洋製罐株式会社は、従来から膨大な数の試

作を繰り返し、多くの金型を製作してきました。一方で納品先企業から

は、新しい商品や新機能の開発とともに、その開発スピードや納期の短

縮、製品のコスト低減を要求されています。そこで、綜合研究所では30

年以上にわたり、様々なCAEツールを活用して最新の解析技術に挑戦

しながら、商品の改良に取り組んできました。シミュレーションは思いつい

たアイデアをモデル化して性能を確認する一つの手段として、研究所に

とって欠かせないツールとなっています。

■ 導入前の課題

■ 使用CAEソフトウェア

ADVENTUREClusterを導入

された経緯をお聞かせください。

わたしたちのグループ会社のひとつ

は主な取引先が自動車メーカー

なのですが、

ADVENTUREClusterは自動

車業界で広く導入されていますの

で、そのグループ会社で

ADVENTUREClusterを使って

みたいという話が出ました。
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解析事例についてご紹介ください。

図1 ヒンジキャップの解析課題

そこでわたしたちで2017年頃からベンチマークテストやレンタル利用を開

始し、翌年導入することになりました。実は、導入前から市販の構造解

析ツールをいくつか所有していましたので、ADVENTUREClusterは直

感的で使いやすいものの、何の解析に使用するのかを最初は疑問視さ

れていました。

⚫ 大規模構造解析ソフトウェア ADVENTURECluster
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User Interview

ヒンジキャップの折り曲げと嵌合

（キャッピング）の解析をご説明し

ます。一般的にキャップは、樹脂を

溶かして金型に射出して冷やして

固める射出成形でつくられます。

キャップに求められる基本的な機

能は様々ありますが、その中でも

密封や易開性は最も重要な機能

になります。しかし、樹脂は部分的

に収縮したり、形状が変形したり、

成形によって反ったりと寸法どおり

の製品ができない難しい材料です。

図2 解析方法



開発元のアライドエンジニアリングとSCSK両社で、今後も一層のご

支援をさせていただきたいと思っております。この度はインタビューにご

協力下さり誠にありがとうございました。

User Interview

図4 形状変更後の解析結果

図3 ヒンジ形状の変更

今後取り組みたい解析などはございますか。

シミュレーションは1ケース計算できてもあまり意味がなく、色々な条件、

形状で解析を行い、どの選択がベストなのかを探索することで試作回数

を減らせます。ですから、解析結果から重要な因子がどのくらい結果に

影響を与えたかを調べるために、最適化ツールのpSevenなども試行し

たいと考えています。また、一般的なグレードの材料を用いたり、材料使

用量を減らしても品質が維持できることをシミュレーションで示したいです。

それから、どういう課題に使用していけば成果が発揮できるかのシナリオ

つくりも必要です。そのためには、これからも基礎的な例題を増やしていく

必要があると思っています。ADVENTUREClusterについては、成形や

加工で成形品の形状が大きく変わるようなテーマが多いので、リメッシュ

方法を開発して欲しいです。また、境界条件の設定など直感的で分か

り易い部分も多いのですが、一度解析が走らないと原因と対処がわかり

難いところがあるので、そこを改善いただくと嬉しいです。CAEのサポート

は企業によって様々ですが、アライドエンジニアリングのサポートには、非

常に好印象を持っていますので、これからもよろしくお願いします。

東洋製罐グループホールディングス株式会社
創立： 1917年6月25日

https://www.tskg-hd.com/

ADVENTUREClusterの製品情報はこちら： https://www.scsk.jp/product/common/advc/

お客様紹介
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また、ヒンジ側が嵌合してから反対側が嵌合することや、反対側が嵌合

する時には上蓋が横へスライドすることも分かりました。ヒンジの解析例

はほんの一例ですが、今迄理由が分からず形状を決めていたものに指

標を与えられたと思います。

ヒンジの嵌合解析モデルは、一般的にフラットな状態で成形される

キャップの上蓋の下にロールを配置し、これを上昇させることによってヒン

ジ部を中心に上蓋が回転し、次にロールが横にスライドすることで回転

が進むように設定しました。最後にプレートが下降することで上蓋がベー

ス本体に嵌合します。解析の際には、変形部のメッシュを細かく均一に

したり、大変形に適した計算手法を用いることなどに留意しました。

ヒンジの初期モデルは中央部のみヒンジがあるタイプでしたが、解析の

結果、キャップを嵌めた時ヒンジ側の嵌合が不十分になっていることが

分かりました。そこで、初期形状にサポートヒンジを外側に追加した改

良形状を作成して再度解析を実施しました。その結果、改良形状で

はヒンジ側の嵌合も良くなり、ほぼ均一に嵌合されるようになりました。

これまでヒンジを解析した事例はあまり見かけませんが、これはヒンジ部

分の折り曲げ箇所が局所的に伸ばされたり、キャップの嵌合時に形状

が変形するなどして計算が不安定になるためだと思われます。

事業概要: 東洋製罐グループ会社の経営管理。

グループ企業は、包装事業で、缶、缶の蓋、ペットボトル製造の東洋

製罐（株）、缶の金属材料や磁気ディスク、ラミネート鋼板生産の東

洋鋼板（株）、ビール瓶や牛乳の瓶、機能性飲料など生産の東洋

ガラス（株）、紙コップ、アイス容器生産の東罐興業（株）、洗剤ボ

トルやマヨネーズ、油の容器生産のメビウスパッケージ（株）、制汗剤、

刹虫剤、化粧品関係のスプレー容器生産の東洋エアゾール（株）、

顔料生産のトマテック（株）、食品機械製造の東洋グループエンジニ

アリング（株）、ペットボトルのキャップやヒンジキャップ、牛乳キャップな

ど生産の日本クロージャー（株）などで構成。

車関係事業で、リチウムイオン電池の外装提供の(株) T&Tエナテク

ノ、内外装のパネル金型提供の(株)富士テクニカ宮津、オーディオのパ

ネルや外装提供のフィリピンTaiyo Plastic Corporationなどで構成。
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